	BL認定基準適合確認チェックリスト（暖・冷房システム／石油熱源機）　□型式　　　　　　　　


	項目番号
	優良住宅部品評価基準（BLE HS/B-a-2 2012　20130315施行）
	確認方法
	申請者記入

	
	確認事項
	
	ﾁｪｯｸ
	仕様・性能等
	記載図書
	頁



	1. 
	Ⅰ．総則

１適用範囲
暖房又は暖冷房をするシステムのうち、暖房用に循環又は暖房用に循環及び給湯用に温水を供給するJIS１号灯油を燃料とした熱源機を対象とする。
	図　書
	□
	
	
	

	2. 
	（2. 用語の定義）

3．部品の構成

構成部品は表－１による。


	図　書
	□
	
	
	

	3. 
	４．材料

必須構成部品及び選択構成部品に使用する主要材料が明確にされていること。明確にするにあたり、公的な規格に基づく材料については、その規格名称等を明示し、それ以外の材料については、その材料が類似の規格で定める性能と同等以上であることが証明できること。
	図　書
	□
	
	
	

	4. 
	５. 施工の範囲
構成部品の施工範囲は、原則として次による。

a)　取付け下地の確認
b)　機器本体、給排気部品、操作部品及び端末機器の取付け
c)　機器本体から建物側電源まで及び操作部品までの標準配線の取付け
d)　給水配管、給湯配管及び灯油配管の機器本体への取付け
e)　排気筒又は給排気筒の機器本体への取付け及び排気トップ又は給排気トップへの接続
f)　追いだき機能付熱源機の場合にあっては、追いだき用配管の機器本体への取付け及び循環アダプタへの接続
	図　書


	□
	
	
	

	5. 
	（6. 寸法）
Ⅱ．要求事項

石油熱源機の要求性能は、「優良住宅部品認定基準(暖・冷房システム)」による他、次による。
1. 住宅部品の性能等に係る要求事項

1.1 機能の確保
1)　暖房能力

暖房出力は、所定の試験装置（質量法又は流量計法等）又はこれらと同等の装置で、JIS S 3031:2002 6.1.8本試験及び所定の条件（暖房出口温度を75～85℃、あるいは製造業者の指定する温度として、暖房戻り口温度が暖房出口温度よりも15～25℃低くなるように流量調節弁を操作する）にて必要諸元を測定し、暖房出力を算定し、定格出力（最大）の95％以上であること。ただし、寒冷地用や不凍液使用の場合は、表示暖房出力に対し±10％以内であること。＜試験：別冊BLT HS B-a-201「暖房出力試験」＞
	試　験
	□
	
	
	

	6. 
	2)　消費電力

「消費電力試験」を実施し、表示消費電力に対し±10％以内であること。＜試験：JIS S 3031:2002｢消費電力試験｣＞
	試　験
	□
	
	
	

	7. 
	3)　暖房熱効率

暖房熱効率は、定格出力に適する熱交換器を用い、ポンプ能力最大で運転し、製造者の指定するシステムの最高循環水温度・温度差になるように設定し次による。
①　1缶1水路(暖房用)

暖房出力の貯湯量に対する比が、貯湯量1L当たり1.16kW以上のものは、定格出力時80％以上、1/4部分出力時70％以上、貯湯量1L当たり1.16kW未満のものは、定格出力時75％以上、1/4部分出力時65％以上であること。
	試　験
	□
	
	
	

	8. 
	②　1缶2水路(暖房・給湯用)

給湯回路の水通路に水が流れるのを感知して、自動的に燃焼を開始し水を加熱するものは、定格出力時80％以上、1/4部分出力時70％以上、給湯回路の水に圧力が加わった状態で湯温に関連して、自動的に燃焼を開始し水を加熱するものは、定格出力時75％以上、1/4部分出力時65％以上であること。
	試　験
	□
	
	
	

	9. 
	③　寒冷地用や不凍液使用の場合

表示暖房熱効率に対し±10％以内であること。

＜試験：JIS S 3031　石油燃焼機器の試験方法通則＞
＜試験：JHIA S-3021 油だき温水ボイラ検査基準）「暖房効率」＞
	試　験
	□
	
	
	

	10. 
	4)　騒音(暖房運転時の性能)

運転騒音は、「騒音試験」を行い、定格暖房出力5.8kW以下のものは、強燃焼45dB(A)以下であること。定格暖房出力5.8kWを越えるものは、強燃焼54dB(A)以下であること。<試験：JIS S 3031:2002の26｢騒音試験｣>
	試　験
	□
	
	
	

	11. 
	b)　異音・振動

機器の始動時・停止時、弁等の作動時並びに熱変形・流水・ウォーターハンマ等による異音の発生や振動等が少ないようにしてあること。
	図　書
	□
	
	
	

	12. 
	c)　対応性

1)　機器容量（能力）及びバリエーション

能力配分及び強弱等の調節段階は、住宅の間取り、居室の面積及び地域性等、各種の条件に対応できるよう、シリーズ・バリエーション及び選択構成部品等の設定がされていること。また、他の住宅部品との整合性についても工夫されていること。
	図　書
	□
	
	
	

	13. 
	1.2　安全性の確保

1.2.1機械的な抵抗力及び安定性の確保
石油熱源機の機械的な抵抗力及び安定性の確保は、「優良住宅部品認定基準(石油給湯機)」、のⅡ 1.2.1の規定による。
	図　書
	石油給湯機
	
	
	

	14. 
	1.2.2　使用時の安全性及び保安性の確保

石油熱源機の使用における安全性並びに保安性の確保は、「優良住宅部品認定基準(石油給湯機)」の1.2.2の規定による他、次による。
	図　書
	石油給湯機
	
	
	

	15. 
	a)　荷重・外力

1)　地震時の転倒防止用支持金物は、別添１「具備すべき支持金物・支持金物の強度基準」の強度基準に適合していること。
	図　書
	□
	
	
	

	16. 
	2)　標準的な支持方法が施工説明書等に明記されていること。
	図　書
	□
	
	
	

	17. 
	b)　操作性

1)　寒冷地用は、給湯回路の水抜きが機器前面の操作で行えること。
	図　書
	□
	
	
	

	18. 
	c)　防火（熱）及び燃焼性

熱源機は、出火、類焼、爆発、火傷、有害ガス発生などの危険がなく、安全で安定した燃焼性能を持つよう対策が講じられていること。
	図　書
	□
	
	
	

	19. 
	1.2.3 健康上の安全性の確保
石油熱源機の健康上の安全性の確保は、「優良住宅部品認定基準(石油給湯機)」のⅡ.1.2.3の規定による。
	図　書
	石油給湯機


	
	
	

	20. 
	1.2.4 火災に対する安全性の確保
石油熱源機の火災に対する安全性の確保は、「優良住宅部品認定基準(石油給湯機)」のⅡ.1.2.4の規定による。但し、「給湯機」は「熱源機」と読み替える。
	図　書
	石油給湯機


	
	
	

	21. 
	1.3　耐久性の確保
石油熱源機の耐久性の確保は、「優良住宅部品認定基準(石油給湯機)」のⅡ.1.3の規定による。
	図　書
	石油給湯機


	
	
	

	22. 
	（1.4　環境に対する配慮（この要求事項は、必須要求事項ではなく任意選択事項である））

2.供給者の供給体制等に係る要求事項
（2.1 適切な品質管理の実施）

（2.2 適切な供給体制及び維持管理体制等の確保）

2.3 適切な施工の担保
2.3.1 適切なインターフェイスの設定
給排気部の寸法、各配管の接続径については、「優良住宅部品認定基準(石油給湯機)」による他、次による。

a)　機器は、配管の取り出し位置及び形状については、JIS A 4412:1994[住宅用冷暖房ユニット]に基づき外形寸法を設定すること。
	図　書
	□
	
	
	

	23. 
	2.3.2適切な施工方法・納まり等の確保
a) 次のような施工方法・納まり等に関する事項について適切に定められていること。
1)　施工の範囲及び手順
①　取付け下地の確認
②　機器本体、給排気部品、操作部品及び端末機器の取付け
③　機器本体から建物側電源まで及び操作部品までの標準配線の取付け
④　給水配管、給湯配管及び灯油配管の機器本体への取付け
⑤　排気筒又は給排気筒の機器本体への取付け及び排気トップ又は給排気トップへの接続
⑥　追いだき機能付熱源機の場合にあっては、追いだき用配管の機器本体への取付け及び循環アダプタへの接続
⑦　取付け後の検査
	図　書
	□
	
	
	

	24. 
	2)　施工上の留意事項等
①　取付け下地の確認方法

②　取り合い部分についての標準納まり図

③　必要な特殊工具及び施工上の留意点

④　強制循環の追いだき配管の誤接合に対する注意事項

⑤　施工上の条件

ⅰ)　設置形態により必要となる延長管等を含む延長限界（長さ・曲り）
ⅱ)　建物側電源までの標準配線長さ
ⅲ)　追いだき機能付給湯機にあっては、追いだき搬送配管等の標準延長
ⅳ)　端末機器と接続できる機器にあっては、端末機器に対する必要条件
	図　書
	□
	
	
	

	25. 
	3)　関連工事の留意事項
①　取付下地の要件及び施工方法
②　その他関連工事の要件
	図　書
	□
	
	
	

	26. 
	b)　当該施工方法・納まりが、他の方法を許容しない限定的なものであるか、他の方法も許容する標準的なものであるかについて明確になっていること。
	図　書
	□
	
	
	

	27. 
	c) 標準的な施工方法・納まりである場合は、標準的な施工方法・納まり等以外の方法について、必要な禁止事項及び注意事項が明確になっていること。
	図　書
	□
	
	
	

	28. 
	（2.3.2 施工方法・納まり等の明確化）

3　情報の提供に係る要求事項

3.1　基本性能に関する情報提供
石油熱源機の基本性能に関する情報は、「優良住宅部品認定基準(石油給湯機)」のⅡ3.1による他、次による。次の機能性、安全性、耐久性、環境負荷低減等の部品に関する基本的な事項についての情報が、わかりやすく表現され､かつ、容易に入手できるカタログその他の図書又はホームページにより、提供されること。

a)　暖房出力
	図　書

	□
	
	
	

	29. 
	b)　暖房熱効率
	図　書
	□
	
	
	

	30. 
	c)　石油消費量
	図　書
	□
	
	
	

	31. 
	d)　制御性能
	図　書
	□
	
	
	

	32. 
	e)　凍結防止対策
	図　書
	□
	
	
	

	33. 
	3.2　使用に関する情報提供
「優良住宅部品認定基準(石油給湯機)」のⅡ3.2の規程による。
	図　書
	石油給湯機


	
	
	

	34. 
	3.3　維持管理に関する情報提供

次の維持管理に関する情報が、わかりやすく表現され、かつ、カタログその他の図書又はホームページにより、維持管理者等に提供されること。
a)　製品の維持管理内容（品質保証内容及び保証期間を含む）や補修の実施方法
b)　取替えパーツの交換方法、生産中止後の取替えパーツの供給可能な期間
c)　有償契約メンテナンスの有無及び内容 
d)　消費者相談窓口

	図　書
	□
	
	
	

	35. 
	3.4 施工に関する情報提供
次の施工に関する情報が、わかりやすく表現されている施工説明書等により、施工者に提供されること。
a) 「2.3.2適切な施工方法・納まり等の確保」に係る情報が、わかりやすく表現されている施工説明書等により、施工者に提供されること。
	図　書
	□
	
	
	

	36. 
	b) 次の品質保証に関する事項を記載した施工説明書等が、施工者に提供されること。
1)　施工の瑕疵に係る無償修理保証の対象及び期間
	図　書
	□
	
	
	

	37. 
	2)　保険の付保に関する事項
①　当該部品には、部品及び施工の瑕疵並びにその瑕疵に起因する損害に係る優良住宅部品瑕疵担保責任保険・損害賠償責任保険の付されていることが明記されていること。
	図　書
	□
	
	
	

	38. 
	②　施工説明書等で示された施工方法を逸脱しない方法で施工を行った者は、上記保険の被保険者として、施工に関する瑕疵担保責任及び施工の瑕疵に起因する損害賠償責任を負う際には保険金の請求ができることが明記されていること。
	図　書
	□
	
	
	

	39. 
	Ⅲ．付加認定基準の評価基準

1．環境の保全に寄与する特長を有する石油熱源機についての付加認定基準の評価基準

石油熱源機で、環境の保全に寄与する特長を有するものとして認定するものについては、次を満足すること。

a) Ⅱ．要求事項　１．住宅部品の性能等に係る要求事項、1.1 機能の確保、3)暖房熱効率は、次によること。なお給湯熱効率については、「優良住宅部品評価基準(石油給湯機)」のⅢ.付加認定基準の評価基準による。

1) 暖房熱効率
暖房運転時の暖房熱効率は、定格出力に適する熱交換器を用い、ポンプ能力最大で運転し、製造者の指定するシステムの最高循環水温度・温度差になるように設定し、運転中のガス消費量、ガス発熱量、冷却水量及び冷却水の出入り口温度から求め、定格出力時86％以上であり、かつ、1/4部分出力時70％以上であること。
＜試験：JIS S 3031　石油燃焼機器の試験方法通則＞
＜試験：JHIA S-3021 油だき温水ボイラ検査基準）「暖房効率」＞
	図　書
	□
	
	
	

	40. 
	b) Ⅱ．要求事項の1.4 環境に対する配慮は、必須要求事項とする。
	図　書
	□
	
	
	

	41. 
	c) Ⅱ．要求事項の３．情報の提供に係る要求事項、2.3 適切なインターフェイスの設定2) 施工上の留意事項等は、次によること。

1) 取付下地の要件及び施工方法

2) 給排水管の位置と接続口径

3) ドレン配管の施工方法

4) その他関連工事の用件
	図　書
	□
	
	
	





表－１　構成


構　成　部　品　名�
構成の別　　注）�
備考�
�
�
暖房専用�熱源機�
給湯機能付�熱源機�
�
�
機器本体�
ｹｰｼﾝｸﾞ、熱交換器、ﾊﾞｰﾅ、制御部、機器内の配線・配管等�
●�
●�
�
�
給排気部品�
給排気筒、給排気トップ�
○�
○�
�
�
操作部�
メインリモコン


（台所リモコン）�
○�
○�
屋内用並びに屋外用で固定湯温式の場合は、操作部が機器本体に組み込まれていてもよい。�
�
�
浴室リモコン�
―�
○�
�
�
機器設置用必要部品�
機器本体の標準取付部品�
●�
●�
吊下設置型にあっては、専用吊下金具を含む。�
�
�
耐震用支持金物�
●�
●�
建物の３階以上の階に質量100㎏以上の機器を設置する場合のみ該当。�
�
配線�
建物側電源までの標準配線�
●�
●�
�
�
�
リモコンまでの標準配線�
○�
○�
�
�
�
アース線�
△�
△�
�
�
油タンク�
△�
△�
�
�
注)構成の別


●：(必須構成部品)住宅部品として基本性能上、必ず装備されていなければならない部品及び部材を示す。


○：(セットフリー部品)必須構成部品のうち、販売上必ずしもセットしなくてもよい部品及び部材を示す。


△：（選択構成部品）必須構成部品に選択的に付加することができるもので、必ずしも保有しなくてもよい部品及び部材を示す。
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